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旧常盤小学校 跡活用の検討状況のおしらせ 

旧常盤小学校の跡活用につきましては、令和 7年（2025年）2月から 6月にかけて 3回目の公募

手続を行った結果、日本国内で複数のインターナショナルスクールを運営する「グローバル・インディア

ン・エデュケーション株式会社（以下、GIE社）」を優先交渉権者に決定し、同年 9月 27日（土）には GIE

社による地域説明会を実施しました。 

説明会では様々なご意見を頂戴いたしましたが、一方でソーシャルメディア等で本計画に関する不正

確な情報が発信されていることが確認されました。 

そのため、芸術の森地区にお住まいの皆様へ「GIE社の事業計画の概要等」、「公募提案型売却等に

関する質疑応答集（11月 30日時点）」を全戸配布し、地域の方に旧常盤小学校の跡活用に関する正

しい情報をお届けするとともに、ご意見やご質問等をお寄せいただく取組を実施しました。 

この度、皆様からお寄せいただいたご意見等に対する GIE社及び札幌市の回答を取りまとめましたの

で、結果をお知らせいたします。率直なご意見等をお寄せいただき誠にありがとうございました。 

 

◆意見募集の概要 

募集期間 令和７年(2025 年)12 月１日～令和８年(2026 年)1 月 9 日（必着） 

回答方法 
返信用ハガキ、または二次元バーコード等からアクセスできる WEB 回

答フォーム 

配布範囲 芸術の森地区連合会区域の全戸 

配布数 4,959 世帯 

設問項目 

設問１：GIE 社の事業計画に関する質問 

設問２：懸念や不安に感じること 

設問３：事業に期待すること 

設問４：その他の意見 
 

■提出方法内訳 

提出方法 ハガキ WEB フォーム 合計 

提出世帯数 153 世帯 214 世帯 367 世帯 
 

■意見の内訳 

設問 設問１ 設問２ 設問３ 設問４ 

世帯数 188 世帯 277 世帯 283 世帯 281 世帯 

件数※ 222 件 368 件 306 件 351 件 

※いただいたご意見等に複数の内容が含まれる場合は、別のご意見等として集計しております。 
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◆お寄せいただいたご意見等に対するＧＩＥ社及び札幌市の回答（抜粋） 

本おしらせでは、お寄せいただいたご意見等に対する GIE 社及び札幌市の回答を抜粋して掲

載しております。全てのご意見等を記載した詳細版は札幌市公式ホームページで公表している

ほか、芸術の森地区まちづくりセンターおよび南区役所で配布しております。なお、札幌市公

式ホームページへは、以下の二次元バーコードからアクセスいただけます。 

＜札幌市まちづくり政策局＞ 

https://www.city.sapporo.jp/shisei/seisaku/toshi/tokiwa-shinnchoku.html 

 

■設問１ 「GIE 社の事業計画に関する質問」    

【ご意見・ご質問】 

インド人が多くなるのではないか。何故、アジア系を中心に扱うのか。 

【GIE 社回答】 

「ワン・ワールド・インターナショナル・スクール」は、特定の国籍や人種に偏らない多文化共

生を教育理念としており、いわゆる「インド人学校」ではございません。 

実際に、日本国内で運営しているワン・ワールド・インターナショナル・スクール各校における

生徒の国籍構成（2025 年時点）は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

このように、既存のワン・ワールド・インターナショナル・スクール各校において、インド国籍

の生徒は少数です。札幌校においても、特定の国籍が多数を占める計画はなく、多様な国籍・文

化的背景を持つ生徒が共に学ぶ環境の形成を目指します。 
 

【ご意見・ご質問】 

教育カリキュラムについて詳しく教えてほしい。 

【GIE 社回答】 

本校のカリキュラムは、教師が一方的に知識を伝達する形式ではなく、生徒自身が問いを立て、

考え、答えを探究する「探究型学習」を基盤としております。 

授業を通じて、協働的に学ぶ姿勢や創造性、批判的思考力を育成し、変化の激しい社会において

主体的に行動できる力を養うことを目指します。 
 

【ご意見・ご質問】 

敷地内に寮や住居を建てる計画はあるか。生徒や家族の住居地所はどの辺りを想定しているの

か。 

【GIE 社回答】 

学校敷地内および周辺に寮や教員住宅を建設する計画はございません。 

学校として不動産の斡旋を行う計画はございません。 

生徒およびご家族の居住地は札幌市内および近郊を想定しており、学校にてスクールバスを運行

し、広域からの通学を可能とする体制を整えます。 
 
【ご意見・ご質問】 

地域連携協議会の設置は必須。 

町内会との連携を密にしてほしい。 

【GIE 社回答】 

地域との継続的な対話の場は、私たちも必要不可欠であると認識しており、地域の皆様・札幌

市・弊社の３者からなる「地域連携協議会（仮称）」を設置し、施設運営、学校行事、防災対応

大阪校
日本54.7%、中国30%、アメリカ・カナダ・オーストラリア10%、
韓国2.2%、インド0.7%、その他2.4%

つくば校 日本82%、モンゴル9%、インド2%
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等について協議を行う予定です。 

あわせて、「みんなの声ポスト（意見箱）」を設置し、日常的に地域の皆様からご意見をいただけ

る体制を整えます。 

いただいたご意見を真摯に受け止め、地域住民の皆様との信頼関係を大切にしながら、法令を遵

守し、誠実な学校運営に努めてまいります。 

【札幌市回答】 

札幌市としても、上述の「地域連携協議会（仮称）」へ参画し、開校後も引き続き GIE 社へ助言

を行う等、積極的に関与していく考えです。 

 

■設問２ 「懸念や不安に感じること」    

【ご意見・ご質問】 

治安の悪化が心配。 

警察とどのように連携するのか。 

【札幌市回答】 

札幌市では北海道警察本部と「北海道警察・札幌市行政連絡会議」を定期的に開催しておりま

す。本校の開校に伴う地域の安全対策やパトロールの強化についても、この公式なルートを通じ

て市から警察へ直接要望・協議を行ってまいります。 

また、事件・事故等の法令違反については、国籍に関わらず法に基づき厳正に対処されるべきも

のであり、市としても警察等の関係機関と連携して対処いたします。 

 

【ご意見・ご質問】 

犯罪や暴力事件が増えるのではないか。 

【GIE 社回答】 

暴力事件等が増えるのではないかという不安の声に対し、教育機関として厳しく対応いたしま

す。 

グローバル・スクールズ・グループは、多様な価値観の尊重を教育の根幹に置いており、暴力

や差別を一切容認いたしません。 

万が一、学校関係者が迷惑行為を起こした場合は、学校として警察と連携し、厳正な対処を行

います。 
 

【ご意見・ご質問】 

バスの本数を増やしてほしい。 

通学時間帯は、路線バスが混雑するのではないか。 

【GIE 社回答】 

「バスの本数を増やしてほしい」「路線バスが混雑するのではないか」というご懸念について、

既存の路線バスに負担をかけないよう、スクールバス及び保護者送迎を基本とした通学体制を整

えます。 

開校当初は２台のスクールバスで運行を開始し、生徒数の増加に合わせてバスの台数やサイズを

調整します。 

 

【ご意見・ご質問】 

通学時間帯は、交通渋滞が発生するのではないか。 

【GIE 社回答】 

スクールバスの停車や保護者の送迎車による渋滞（通学時間帯の混雑）を防ぐため、敷地の一部

をバスや車の通行・待機スペースとして整備します。 

送迎車両を敷地内に引き込み、路上での乗降や待機を厳禁とすることで、周辺の国道や生活道路

の交通への影響を極力与えない運用を徹底します。 
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■設問３ 「事業に期待すること」    

【ご意見・ご質問】 

体育館やグラウンドを地域に開放してほしい。 

スポーツだけでなく、おしゃべりやお茶飲みができる交流の場がほしい。 

【札幌市回答】 

札幌市では、学校の跡活用を通じた地域コミュニティ機能の維持・向上を条件の一つとして公募

を実施いたしました。 

GIE 社からは、学校運営に支障のない範囲でのグラウンドや体育館の地域開放、地域住民参加型

イベントの開催などが提案されております。 

札幌市といたしましては、こうした取組が常盤地区の活力向上に大きく寄与するものと期待して

おります。 

 

【ご意見・ご質問】 

地域住民や近隣学校と交流する場を設けてほしい。 

地域に根差した学校になってくれることを期待する。 

【札幌市回答】 

GIE 社からは、学校主催のイベントに地域の皆様が参加できる機会を設けるほか、夏祭りなどの

地域行事へも積極的に参加し、地域との交流を深めることが提案されております。 

こうした活動を通じて、地域ににぎわいが生まれ、活性化につながるよう、札幌市としても GIE

社の取組を支援してまいります。 

 

【ご意見・ご質問】 

グローバルな人材育成に繋がることを期待する。 

【札幌市回答】 

GIE 社は「あらゆる文化を尊重する」という使命のもと、特定の国籍に偏ることなく、多様な国

籍の児童生徒を受け入れる方針であると承知しております。 

既存のキャンパスの実績においても多様な国籍の子供たちが共に学んでおり、こうした環境で過

ごすことは、これからの時代に求められる「国際共生能力」や「協調性」を養う絶好の機会にな

ると考えております。 

札幌市といたしましても、日本人市民と外国籍市民の双方が安心して暮らせるまちづくりを進め

ており、同スクールでの学びや地域交流を通じて、次世代を担う子供たちに「多文化共生の考え

方」が育まれるよう支援してまいります。 

 

【ご意見・ご質問】 

災害時の避難所としての機能に期待する。 

【札幌市回答】 

GIE 社からは、災害発生時に体育館等を地域の皆様へ開放する計画に加え、札幌市との協議のも

とで緊急時の対応体制を構築することが提案されております。 

札幌市としても、旧常盤小学校の跡施設において、GIE 社とも協議の上、避難所の指定及び運用

について検討してまいります。 
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■設問４ 「その他の意見」    

【ご意見・ご質問】 

アンケートの目的が見えない。 

【札幌市回答】 

今回の意見収集の目的は、多数決による事業の賛否を問うものではなく、公募提案審査委員会を

経て選定された優先交渉権者の提案内容に対し、地域の皆様が具体的にどのような点に不安や懸

念を抱いているかを把握し、今後の事業者との協議や運営ルールの策定に活かすことを目的とし

ております。 

アンケートのハガキへの ID 付与につきましては、対象地域にお住まいの方からのご意見である

ことを確認し、重複回答を防ぐための事務的な管理番号であり、個人の思想を特定したり、意見

表明を監視したりする意図はございません。 

また、１世帯１枚とさせていただいた点は、限られた期間と予算内で全世帯へ案内をお届けする

ための措置であり、ご理解いただきたいと考えております。 

 

【ご意見・ご質問】 

事業が計画通りに進まなかった場合、札幌市が強制的に買い戻すことができるような契約にする

べき。 

【札幌市回答】 

売却後の利用につきましては、民法第 580 条の買戻し可能最長期間 10 年の規定を踏まえ、用

途指定期間を 10 年と定め、提案された事業計画通りに学校として利用することを義務付けてお

ります。 

万が一、違反があった場合には札幌市が土地・建物を買い戻すことができる特約を設けておりま

す。 

なお、当該用地には都市計画法に基づく用途地域が定められており、建築可能な建物の用途は建

築基準法によって制限されております。 

 

【ご意見・ご質問】 

なぜリースではなく売却なのか。 

外国企業に公有財産を売却するのは反対。 

【札幌市回答】 

札幌市では、「市有建築物の資産管理基本方針」において、市有施設がその役目を終え行政目的

で使用しない施設や土地は、売却処分を促進し財源の確保に努める、と定めております。 

また、「札幌市市有建築物の配置基本方針」において、今後は行政が建物を保有せずに民間によ

る施設サービスを促進するといった民間活力を活用することも定めております。 

そのため、閉校した小学校などについては、民間事業者による活用が見込まれる場合は、売却す

ることが最も有効な公有財産の活用と考えております。 

また、現行法制度上、国籍のみを理由とした土地売却の制限はできないものと考えております。

なお、公募提案型売却では「事業の確実性・継続性」を審査項目としており、本事業者は財務の

安定性、事業の継続性、管理運営に必要十分な能力を有するものと判断しております。 
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【ご意見・ご質問】 

移民政策・外国人受け入れは反対。 

【札幌市回答】 

本事業は、就労目的の移民受け入れ促進を目的としたものではありません。 

地域の実情に応じて地域コミュニティの拠点機能の確保に配慮し、地域と対話を重ね、「地域コ

ミュニティの維持・向上につながる場」「緊急時の避難場所」を条件に公募提案型売却を行った

ものです。 

生活習慣の違いによるトラブルへの懸念につきましては、札幌市として「生活オリエンテーショ

ン」等を通じて日本のルールやマナーの周知を行っているほか、GIE 社は日本の国語の教科書を

使用した授業を行い、その中で「文化」や「道徳」について学ぶ機会を設ける計画です。 

さらに、GIE 社も地域との調和を重視しており、「地域連携協議会（仮称）」の設置や「みんなの

声ポスト（意見箱）」の常設を通じて、地域住民の皆様の声を運営に反映させる考えです。 

札幌市としても、「地域連携協議会（仮称）」へ参画し、開校後も引き続き GIE 社へ助言を行う

等、積極的に関与することで、トラブルの未然防止に努めます。 

 

◆今後の予定 

今回の取組を通じて、地域の皆様が抱える懸念や不安、事業に対する期待等について詳細に

把握することができました。ご協力いただき感謝いたします。懸念等に対しては、これからも

正確な情報発信と丁寧な対応を継続し、皆様の安心に繋げてまいります。また、多く寄せられ

た「地域活性化」や「国際交流」への期待に対しては、GIE 社と連携して実現していきたいと考

えております。 

札幌市としては、皆様の声を運営に反映させる仕組み（「地域連携協議会（仮称）」等）を通

じて、引き続き丁寧に対応していくことをお約束した上で、GIE 社との契約に向けた調整を進め

てまいります。 

なお、本件に関するご意見やご質問は引き続き受け付けておりますので、下記までお寄せく

ださい。 

 

■ 常盤小学校の跡活用に関すること 
札幌市まちづくり政策局 都市計画部 地域計画課 調整担当 

〒060-8611 札幌市中央区北１条西２丁目 札幌市役所本庁舎５階 

TEL：011-211-2545 FAX：011-218-5113 Ｅ-mail：chiiki-chosei@city.sapporo.jp  

■ インターナショナルスクールに関すること 
札幌市総務局 国際部 国際課 交流担当 

〒060-8611 札幌市中央区北１条西２丁目 札幌市役所本庁舎 10 階 

TEL：011-211-2032 FAX：011-218-5168 Ｅ-mail：kokusai@city.sapporo.jp  

さっぽろ市 

02-B03-26-991 
R8-2-748 

 

 

 

 

 

 


